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インターネットでも
ご覧いただけます。
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磯
原
の
駅
西
地
区
の
核
と
な

っ
て
い
た
「
ジ
ャ
ス
コ
北
茨
城

店
」
が
来
春
４
月
で
閉
店
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
市

内
で
は
す
で
に
大
津
地
区
で

「
カ
ス
ミ
ス
ト
ア
ー
」
が
撤
退

し
た
ほ
か
、
近
隣
で
も
「
ヨ
ー

カ
ド
ー
高
萩
店
」
、
日
立
の

「
伊
勢
甚
ジ
ャ
ス
コ
」
が
相
次

い
で
撤
退
す
る
な
ど
、
県
北
一

帯
で
の
商
業
の
停
滞
に
拍
車
を

か
け
る
の
で
は
と
懸
念
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。

　

「
ジ
ャ
ス
コ
北
茨
城
店
」
は

従
業
員
が
約
１
３
０
名
で
大
半

が
パ
ー
ト
従
業
員
で
、
今
後
の

再
就
職
は
か
な
り
厳
し
い
と
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
撤
退

の
原
因
は
、
当
初
に
比
べ
て
の

売
上
減
や
中
郷
地
域
へ
の
集
積

型
大
型
店
の
出
店
に
よ
る
客
足

の
流
れ
の
変
化
等
々
が
影
響
し

て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
飲
食
店
経
営
者
は
「
人

通
り
が
減
る
だ
ろ
う
か
ら
、
営

業
へ
の
影
響
は
小
さ
く
な
い
」

と
不
安
を
語
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
あ
る
市
民
は
「
や
っ
と
磯

原
駅
西
の
区
画
整
理
も
完
成
し

た
の
に
、
そ
の
核
と
な
っ
て
き

た
ジ
ャ
ス
コ
の
撤
退
は
、
街
の

衰
退
を
象
徴
す
る
よ
う
で
さ
び

し
い
気
が
す
る
。
市
と
し
て
も

ジ
ャ
ス
コ
に
代
わ
る
商
店
が
入

居
し
て
開
店
で
き
る
よ
う
働
き

か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ス
コ　

閉
店

男
女
共
同
参
画

　
　

推
進
事
業

ひ
と

ひ
と

女
と
男 

い
き
い
き

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　

来年４月

　

い
ま
開
会
中
の
12
月
議
会
。
一
般
質
問

は
12
日(

月
曜)

に
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
日
本

共
産
党
市
議
団
は
、
市
立
病
院
問
題
、
大

型
店
の
撤
退
、
保
健
事
業
、
米
国
産
牛
と

給
食
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　

12
月
４
日
、
市
民
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
、
公
開
講
座
「
集

ま
ろ
う
！
語
ろ
う
！
in
北
茨

城
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
１
７
０
名
を
前
に
、
漫

才
師
の
林
家
カ
レ
ー
子
氏
が
基

調
講
演
。
ひ
き
つ
づ
き
同
氏
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
市
民

10
人
が
「
男
の
言
い
分
・
女
の

言
い
分
ホ
ン
ネ
で
語
り
ま
し
ょ

う
」
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
。
公
民
館
活
動
に
取
り

組
む
市
民
や
、
農
業
・
漁

業
の
現
役
、
子
育
て
真
っ

最
中
、
さ
ら
に
大
学
生
、

中
学
生
も
登
場
し
、
幅
広

い
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　NPO法人「亀谷地湿原自然維
持再生協議会」が呼びかけて、
12月４日に第１回の現地作業が
おこなわれました。ボランティ
アは市外からの参加もふくめ75
名。破損した木道を撤去し、灌
木を伐採しました。


